
私たちの暮らしにとって、切っても切れない関係にある“おかね”。
使い方をよく考え、よりよい選択をすることが大切です。

購買・投資・貯蓄など、おかねを動かす場面において、
人はどういう思考・行動パターンをとる傾向があるのか・・・。

簡単な実験をとおして、今話題の行動経済学にふれ、
より良い選択のためのヒントを学びました。

よりよい選択のために
～はじめての行動経済学～

日時：平成23年10月19日（水）14時～15時半

場所：長岡京市中央生涯学習センター ６階 創作室１

主催：京都府金融広報委員会
共催：京都府消費生活安全センター、京都くらしの安心・安全ネットワーク
後援：金融広報中央委員会

知るぽるとセミナー：京都くらしの安心・安全推進月間事業

いざわ ひろし

講師：立命館大学経済学部教授 井澤 裕司 氏


